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1.本稿の目的
本稿は､奥能登外浦に立地する沿岸集落 ･上大沢集落
を対象とする集落モノグラフ研究の第2報である｡先の
報告1)では､集落域を構成する個々の土地利用の複合性
･関係性に着目して､住居から集落域に至る土地利用の
実態と空間構成の仕組みを考察し､集落域が住居を中心
に主生活域､主生産域､保全調整域の3つの領域から構
成されていることを明らかにした (図-1､図-2参照)0
本稿では､集落空間を構成する ｢土地｣の3つの側面､
すなわち土地利用､土地所有､土地の呼称 (生活地名)
に着目して､集落域の空間構造について､さらに考察を
加えることにする｡
集落空間は､集落 (居住地)と農地 ･山林等の土地利
用が一体となり明確な境界を持った生活空間のまとまり
を形成しており､農山漁村地域の最も基礎的な生活空間
の単位となっている｡また､集落空間 (土地利用)は､
日常の生活 ･生産活動の機能空間 ･物的空間であると同
時に､生産関係 ･社会関係が空間に投影した社会空間や､
民衆の信仰や地域社会の共同性を空間に投影した側面を
も有しており､集落空間は､機能空間一社会空間一空間
意識の三つの側面の生活空間の統一体として認識するこ
とが必要であると筆者は考えている (図-3参照)0
.集落空間及び集落土地利用の計画策定において､その
空間構造を把握することは極めて基礎的な課題である｡
しかし､集落空間を把握する場合､実態としての土地利
用や空間構成を捉えるだけでは､不十分であり､極めて
表面的な理解しか得られない｡集落空間を構成する ｢土
地｣の意味を如何に捉え､集落空間の社会的な ｢構造｣
を如何に理解するのかが重要である｡
生活地名や土地所有には､集落の歴史 ･文化が投影さ
図-1 上大沢集落の集落域の土地利用
保全調整域
保全綱車域
(1)
図-2 上大沢集落域の空間構成モデル
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図-3 ｢集落の土地｣の3つの側面
れており､生活地名を手がかりに住民の空間意識を読み
とることができ､土地所有を手がかりに集落の社会構造
の空間への投影を読みとることが可能である｡
ここでは､前報に引き続き奥能登外浦 ･上大沢集落を
対象に､集落域を構成する個々の土地利用の配置関係 ･
空間構成と､土地所有及び土地意識 (生活地名)の空間
配置との対応 (整合)を考察し､土地利用､土地所有､
土地意識の空間構成の整合性を検討する｡
具体的には､以下の課題設定のもとに考察を進める｡
①地域住民が日常的に用いる生活地名に着目し､集落
域の空間意識の組立てを明らかにする｡
②集落社会における社会関係の土地 (空間)への投影
の主要な要因の一つとして土地所有に着目し､土地所有
の属地 ･属人的関係､土地所有と集落土地利用の空間構
成の対応を明らかにする｡すなわち､土地所有にみる社
会空間の組立を解明する｡
③土地利用の空間構成､生活地名の分布傾向､土地所
有の空間構成の対応関係 ･整合性を検討し､物的空間､
社会空間､空間意識の統一体としての集落域の空間構造
の特質を明らかにする｡
2.生活地名にみる空間意識の構成
2-1.生活地名の採取
上大沢集落での生活地名の採取は､数名の集落住民か
ら､まず5000分の1の地形図を示し､場所毎にその
土地の呼び名と意味を聞きだし､次に現地を踏査し場所
の確認を行った｡その結果を集約したものが表-1であ
り､上大沢集落の集落域の土地空間には､約 100に及ぶ
生活地名が刻まれており､地域住民相互の共通した空間
認識の媒体となっていることがわかった｡以下では生活
地名の分布状況及び生活地名と対応する土地の範域の大
きさ (生活面積)を手掛かりに地域住民の空間意識の組
み立てについて報告する｡
(2)
義-1 上大沢集落の生活地名一覧
･沖 浜 農地 山 林
A (ハマ) ●a-.-ハマタ . D-(西側)
1.デカド 1.シンビラキ 1.マキグチ
2.オオハマ 2.シユウドノイケ 2.イシガシノタカ
Al(カミウミ) 3.シバタ 3.クロカケ
1.オオイシノシタ 4.ガンダ 4.ニノヒラ
2.イワンサキ 5:ドウノワキ 5.ドゥサニ
早.,′ナガラメパ 6.ムクロモツタ 6.ドゥサニノタカ
4.カイトイワ 7.オソポチヤチ. 7.ムクロモツタノヒラ
5.シクマツパ 8.ヤシキダ 8.オソポチヤチノヒラ ー
6.ウワマツパ 9.オソポチカワラ. 9.イヌノヒラ
7.ジヨロウジマ 10.ナ力デ 10.シモギンジヤラ
8.ソウトグリ ll.ハチジユウカリ ll.ヤマサカエ
9.+hJT.>. 12.ウシヤクチ E:-(東側)
10.コママワリ C-ヤマダ 1.イヤガエ
ll.シンペイウミ 1.ヨノウエ 2.ソロジノタキ
12.ミヨウシパ 2.ヨコジ 3.ソロジ
13.ギヨウプジマ 3.ヤスンパ 4.ヤナギシユウド
ll.ヨコイシ 4.ナシキビラ 5.キヨウサプロウノけ ケ
15.アソガシリ 5.ウリヨンダイラ .6.カミノジャンギ
16.サバジマ 6.モモノキジヤラ 7.ウリヨンダイう.
17.ドヤガリ 7.カキノキジヤラ 8.ウリヨンダイラノヒラ
A2(オクウミ) 8.ドスガイワ 9.ヤスン′り ヒラ
1.ムカイパパ 9.キクテパ 10.ヤスンパ
2.ヒラトコ lO.力ミ ll.ドウノワキ
3.ヒラトコザキ ll.キヨウサイノハヤシ 12.ガンダビラ
4.ミズガシリ 12.ナ力ンツポ 13.ササズコ
5.タナゴパ 13.シタダイラ ll.フクワレ
6.ウシノセナ力 ll.オバクケ l.L ウリiJン
7.オオガエジリ 15.コ/ルマ JG.イlJンタニ
8.オオナガチ Irt.-j'-/ラ.-JS> l7.イリンクニノセリ.
.9.コ,/リ )7.アブ-I:Fンノタ=._ 川.イlノンタニノシリ
lO.ツツヒラドコ I8.タ:fJ' Il.パックL:J
ll.キドガシタ. )9._-)ヅツミノタ='_ 'LU.人.JJイヤマ
l2.シリタレ Zt).ハザマ1F 2J.マキヤマ
l;ilき収 りにより作JAX
2-2.生活地名の分布
図-4は､上大沢集落域における生活地名の分布状況
を示している｡生活地名には､地区名称といえる大きな
生活地名と土地名称といえる小さな生活地名がある｡前
者は､カミウミ､オクウミ､マグチなどの海域の生活地
名､ハナダ､ヤマダなどの農地集積地の生活地名､カミ
ヤマ､マキヤマなどの山地部の生活地名であり､集落域
の大まかな構成を知る手がかりとなる｡後者の地名は､
さらに木目細やかに土地空間に対して付けられた生活地
名である｡後者の生活地名に着目すると､集落域を構成
する海浜､農地､山林における生活地名の分布には､海
浜が最も密で山林が疎に分布するという傾向がある｡ま
た､間垣 (まがき:能登特有の防風用の竹の垣根)の内
部の (狭義の)集落空間は､家名や建物の名称がそのま
ま土地 ･空間の名称として用いられている｡
①海の生活地名
海浜は､集落から続くデカド､オオ-マを経て西方の
カミウミ､東方のオクウミへと広がっている｡カミウミ､
オクウミは､岩場とその近海を示しており､それらの内
部は､岩場の形状や生産条件に対応してさらに轍密な地
名の分布がみられる｡また集落近海の入り江部分はマグ
チと呼ばれており､それより外の外洋と区別されている｡
上大沢では､夏祭の際に藁でつくった舟に松明をのせ､
沖へ向かって舟をながす風習がある｡マグチをこえ外海
にまで松明を消さずに舟がたどりつけばその年は豊作で
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図-4 上大沢集落の生活地名分布
あるという｡このように､マグチと外洋の境界は､集落
住民からみて内と外の精神的境界となっているとも考え
られる｡
(塾農地の生活地名
集落後背地から川沿いの平坦地に広がる農地は-マダ､
集落南東部の斜面に開かれた農地はヤマダと呼ばれてい
る｡農地に対する生活地名は､地形的なまとまりや水利
･土壌などの生産条件との対応が明快であり､特にヤマ
ダの地名の分布は､微地形との対応がはっきりしている｡
また､-マダのなかでも集落に隣接する周辺農地の生活
地名は､ナカガンダ､ガンダジリなど､さらに分割され
る傾向にあり､土地利用の轍密さ (利用頻度や利用形態
の木目細かさ)と対応している｡また､-マダとヤマダ
の問には､終戦直後まで大きな石がおかれていたヤスン
バとよばれるところがあり､現在でも農作業の帰りに一
旦休憩をとる場所となっている｡ヤスンバは､ヤマダか
らの帰り道で､はじめて集落と海を望める場所でもある｡
③山の生活地名
山林の生活地名には､農地などの隣接地名との対応関
係で名付けられたものと､山林の位置や利用状況に対応
して名付けられているものの二つのタイプがある｡上大
沢集落では､傾斜地をヒラと呼ぶことから前者は､○○
ノヒラとよばれることが多い｡後者には､カミヤマやマ
キヤマがあり､共有地が多く立地している｡マキを農林
業の共同作業や同族を示す言葉として使用する地域があ
(3)
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ることが報告されており､土地の共有的性格と生活地名
の語源は対応していることも考えられる｡
また､上大沢集落ではヤマという場合ヤマダを指し､
山林のことを-ヤシという｡
④境界の生活地名
一方､隣接集落との境界には､ヤマザカイと呼ばれる
地点があり､石仏が祭られている｡また､日常生活空間
(主生活域)の外縁にあたるオオハマと岩場の中間に昼､
カミウミ方面に雌石 (メイシ)､オクウミ方面に堆石
(オイシ)とよばれる信仰地点 (大きな石)がある｡集
落がはじめてみえる位置には､ヤスンバなどのランドマ
ークを示す地点があったり､石仏や老木が立地している.
このように集落域における空間構成の結節点には､信
仰空間やランドマークの意味をもつ生活地名がつけられ
ている｡
⑤方向性を示す生活地名
上大沢集落では､集落域の生活地名のなかで方向を示
すカミの地名が､海浜のカミウミとヤマダの外延のカミ
ヤマの二地点に存在している｡このことから､上大沢集
落域の空間認識は､集落を起点に海浜方向､陸域方向の
二つの方向性をもって広がっていることがわかる｡
2-3.集落域の空間構成からみた生活地名の性格
海浜方向では､集落から岩場､海に至るにつれ生産条
件との対応関係が強まる傾向があり､陸域方向では集落
からハラダ､ヤマダ､マキヤマに至るにつれ､固有的地
名､生産的 ･地形的地名へと生活地名の性格が移行する
と共に地名面積 (生活地名で認識される土地の範囲)ち
大きくなるという傾向がある｡このような生活地名を媒
介とした集落域の空間認識の構成は､前報で報告した集
落土地利用の段階的な空間構成とも対応している｡
3.土地所有にみる社会空間の構成
3-1.土地所有の階層性
表-2は､家別の土地所有状況を示したものである｡
上大沢集落の土地所有傾向の特徴は､はっきりとした土
地所有の階層性の存在と共有地の占める割合の高さに兄
いだせる｡
図-5､図-6に示すように集落社会の階層性は､農
地解放の影響を受けていない山林の所有傾向に最も投影
され､田の所有傾向も山林所有の階層性に相関している｡
それに対して畑の所有傾向は､山林や田と同様の階層性
がみいだせるものの､その格差は比較的小さい｡
表-3は､土地 (山林)所有の階層性と地区 (字)の
対応を示している｡上大沢集落を構成する 20戸を山林
所有の階層性に著目して4つの階層に分類してみると､
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義-2 家別土地所有状況
生 活 環 境 学 科
家 宅 地 田 畑 ため池 山 林 原野他
1 896 10239 6805 一- 47972 1741
2 370 10692 7114 131 43131 2307
3 544 6702 6390 - 37662 1494
4 542 10073 6750 一- 31°552 2259
5 407 9053 5844. 320 3i332 1244
6 383270. 6467 9418 - 28065 1320
7 5648 8188 - 27473 1701
8 8197 3913 341 20744 1397
9 3958 7672 208 17393 782
10 3751 407 I 15144 83
ll 318 2951 3398 - 11839 1936
12 688 4459 5700 - 10606 ちll
13 305 5526 2647 - .5744 704
14 49378031 2655 _2702 - 4869 989
15 3978 5514 280 3039 989
16 2181 4675 - 1409 771
17 1851 4183 - 1339 709
8 43 137 396 -
19ー 172 2620 2533 - - 342
20 182 32 578 - - .49
平均 445 5.075 5038 . 64 16987 1108
共有 758 1783 3231 221 116759 7470
単位 くTn') 1983年現在
?? ?
?
?
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??
??
?
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?
?
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? ?
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図-5 土地所有の階層性(1)図-6 土地所有の階層性(2)
所有レベルの最も高いA層と最も低いD層では､地区別
土地所有傾向に大きな相異がみられる｡
3-2.農地の土地所有傾向
最上層であるA層の土地所有は､集落域全域に及びそ
の主要水田のすべてがヤマダ地区に存在しているのに対
して､D層の主要水田のすべては集落周辺のハマダ地区
に集中している｡このことから､階層が高くなるにした
がって-マダからヤマダ地区へ主要な生産基盤が移行す
る傾向があることがわかる｡ハマダ地区には､高い階層
のものも含めて全戸の水田が立地しており､ここでの土
地所有傾向にははっきりした階層性が表われていない｡
それに対してヤマダ地区の土地所有傾向には階層性がは
っきりと表われている｡
一方､主要畑の地区別所有状況に着目した場合､最下
層のD層を除く全戸の主要畑がF区を中心とするヤマダ
地区に集中している｡それに対してD層の主要畑は､共
(4)
義-3 土地所有の階層性と地区(辛)の対応
土地利用土地所有 丘 地 山 林ハマダ ヤマグ 冒キヤマ 西 AId 東 側
の指Jfti 地区区分 A8CDEFGHIJ8910 123 5678910
く高い)I ●●●●●I☆●★●●△△ 本 △△△△
ー 2 ●●●●●●★ ☆ △△△ △△真△
A 3 ●●●●●虫●★●● △△ △*△△
45 ●●●☆●★●●●△△ *△ AA△△△ *△
6 ●●●★●●☆●● △△△ AA真△
7B 8 ●●●★●☆ ●●●★ ●●AAX△△△ △AA△*△
910 ●●●●★●a+++●★ ☆●△△ △ム△ *△
ll +*+++l4+A●●△△△ △ 鳶△△△菓12 ●★●●● ★● 虫●●●+ 虫C l314 ●●●●● ● ★ A+ 菓5 t● ★●
16 ●★● ☆●●●● △兼
一丁 ●★●●●+A + ● △本
D l8 ● ●●★● ● ●☆
l I9(低い)20 ■ ● ●●★?* ●●●●虫
AfJQ HJr'l他 ●●●A
lLYJl:+ e地のhrHfを示す ★水凹の&tlもまとまって存在するJQ正
△ IJ川の桝市r示す il Wlの満もまとまって7花TろJLb圧
○ 共I日本と兆有比地 米 J'軒'何日州 の爪もまとま.?て存在Tろ地区
◇ その他のJHJH也
P.192 : 縞鰻市土地!'1伐台帳止I)作成
注)義-3の地区区分に対応
図-7 上大沢集落字界図(地区構成)
有的性格の強いマキヤマ地区に立地している｡このこと
は､自給用作物の栽培を主とする畑の所有面積の少ない
ものの生存と生活を一定のレベルで維持するために､本
来共有地的性格を有していたマキヤマ地区の一部がD層
の畑としての利用に供されたものと考えられる｡
3-3.山林の土地所有傾向
集落域の約 65%は山林で､その4分の3は私有林で
ある｡私有林の所有傾向には最も階層性が表われており､
また､その分布は3区､6区､7区を中心にヤマダ､-
マダ地区の主要な生産基盤となる地域を取り囲むように
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なっている｡
3-4.共有地の分布傾向
集落域の約 20%を占める共有地には､集落全戸が共
有する部落有地と数戸が共有する仲間地の二種類がある｡
部落有地は､集落域の外縁部に位置しており､集落の西
側の3区 (イノヒラ)､東側の8区､9区､ 10区のマ
キヤマ地区に多い｡数戸が共同で所有､利用する農地は､
仲間田と呼ばれ､ヤマダ地区に多くマキヤマ地区にも存
在している｡
3-5.土地所有の空間構造
集落域の土地所有傾向を属人 ･属地の対応関係で捉え
た場合､集落域は､集落を中心とした3つの性格の異な
る領域によって構成されていると考えられる｡すなわち､
①集落全戸が各自に宅地､農地を所有し､その生存と生
活を支える領域 (集落及びその周辺部､-マダ地区)､
(塾主要な生産基盤となる農地が集約的に存在し､土地所
有の階層性が明快な領域 (ヤマダ地区､及びその周辺)､
③共有地が多く存在し､集落社会の存続を維持､補完す
る領域 (マキヤマ地区､イノヒラ地区)､これら3つの
領域が抽出できる｡
土地利用の構成と土地所有の属地的関係との関係に着
目すると､生産関係や社会関係が土地利用の空間構成と
対応して展開していることがわかる｡
ここで抽出した3つの領域は､先に示した集落土地利
用の段階的な構成､生活地名分布を媒介とした空間意識
の段階的な構成とも一致していることがわかる.
結論 :土地の3つの側面からみた集落域の空間構
追
これまでの考察から､土地の利用 ･所有 ･意識の3つ
の側面に着目すると､集落域は､物的空間､社会空間､
空間意識の相互に整合した空間構造となっていることが
わかった｡このことは､主生活域､主生産域､保全調整
域の3つの領域からなる集落域の空間構造は､土地利用
･空間利用の構成といった単なる物的な空間構成の区分
ではなく､社会空間や意識空間との整合性を獲得した空
間構造であることを示している｡集落空間が ｢利用 (機
舵)｣､｢所有 (社会)｣､｢地名 (意識)｣面での空間構成
の整合性をもつことが､集落空間の構造を安定したもの
にしているのである｡
本研究 (前章臥 本稿)では､集落域を構成する個々の
土地利用の配置関係 ･空間構成と､土地所有及び土地意
識 (生活地名)の空間配置との対応 (整合)を考察し､
土地利用､土地所有､土地意識 (空間認識)の3つの側
面から集落域の空間構造を解明した｡
(5)
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前報での考察をも踏まえて総括すると､集落域の空間
構造は ｢集落域という一定の地域空間において土地と土
地､土地と人間の生活 ･生産活動とが相互に機能的関係
を有して形成される合理的な土地利用の空間配置であり､
地形条件 (生態系)や土地所有 (社会関係) ･空間認識
とも整合した主生活域､主生産域､保全調整域の三っの
基礎領域からなる空間構成である｣と結論づけることが
できる｡
図-8 集落域の空間構造モデル
おわりに
集落域は､地域社会の基礎単位である ｢ムラ｣と対応
する農山漁村地域における最も基礎的な生活空間の単位
であり､ここに示した集落域の空間構造は､地域社会と
深く結びっくことによって実現されたものである｡
今後､土地利用計画の体系化の中では､集落を単位に､
計画対象となる限定された集落域の一部の土地を個別的
に計画するのではなく､住居から集落域に至る集落土地
利用を包括的に捉えることが必要である｡特に､計画論
的視点から､計画対象となる限定された集落域の一部の
土地を対象とするのではなく､住居から集落域に至る土
地利用を包括的に捉えること､個々の土地利用の複合的
役割や周辺土地利用との関係に対しても十分注意を払う
ことの必要性の2点を強調したい｡また､本稿で明らか
にしたように､土地利用の空間構成は､土地所有の空間
構成と構造的に連関するものであり､土地利用計画は､
単なる利用計画ではなく､利用を裏付ける土地所有の調
整によってはじめて機能するものであることに留意する
ことが重要である｡
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美しい集落空間は､歴史を通じた地域住民の日常生活
の営みにより形成されたものであり､生活からみた合理
性を備えており､その空間構造は歴史性 ･文化性を備え
ている｡集落空間に内在する諸原理を把握し､その構造
を継承 ･発展させた計画理論の構築が求められているの
である｡
<注釈>
1)山崎寿- :土地利用の複合性 ･関係性からみた集落
域の空間構造一継承的集落計画の研究 :奥能登外浦 ･上
大沢集落の場合 (1)､大阪市立大学生活科学部紀要第
43巻､1995年
2)生活地名は､｢日常生活圏のなかで､居住者集団の
内部で共有している土地 ･空間の呼称｣と定義している｡
(山崎寿一 ･重村力 :生活地名からみた中久保集落の空
間意識の構成一共同性の空間構造､日本建築学会計画系
論文報告集､第451号､1993年9月)生活地名の採取にあ
たって､多くの地域では地籍簿に記載されている字名が
手がかりとなる｡しかし石川県では明治初期の地籍簿作
成時に､いわゆる字名を用いずに､イロ-､甲乙の通し
番号にしており､生活地名の手がかりは地籍簿からみつ
けることができない｡
Summary
● ●
TheaimofthisstudylStOmakeclearthecharacteristicsofrurallanduseandtheloglCOflanduse
formationinthecoastalhamletformedbypeople.
Thisstudybasedonthehypothesisthatunderhardconditionsofnaturalenvironmentpeopleformedtheir
ownenvironmentbymakinggooduseoflandfortheirlifeandexistence.
●
SowefindtheloglCOfgoodlanduseformedbypeopleonthetraditionalandactuallanduseinrural
hamletarea. Accordingtothishypothesis. Kamiozawahamletwasselectedasmodelfield.
Throughthissurvey, theresultsareasfolowings;
1)Wecanunderstandthehamletareaformedbythreebasicterritotiesasthelandusemodel Thesebasic
territoriesformtherulalhamletareafromthehouses(vilage)totheboundaryofthehamletareabystages.
Firstbasicterritorycanbenamedamainlyregidentialarea,thesecondisamainlyproductiveareaand
thethirdisapreservationarea Thirdterritoryisusefulforecologicalresourse, commonspace, and
reservativespace.2)Rurallanduseisamulti-purposespaceandhasmanyfunctions. Thefunctionalrela-
tionshipsarebetweenlanduseanditsneighorhood, andbetweenlanduseandhumanactivities. Each
landuseconservesthefunctionoftheneighorhoodlanduse.ForexampleinKamiozawahamlet thebushes
aroundthefieldconservesthefieldfromthehardwind,andthefieldaroundthevilage(houses)protects
thevilagefromtheflood.
3)Eachlandusehasitsownrolesandfunctions. Atthesametime,ithastherolesofapartofregional
environmentalsystem.
4)Thefunctionalrelationshipsbetweenlandandland, aswelaslandandhumanactivitiesorderthe
spatialformationofrurallanduse. Asaresult, thelocationandformationofrurallandusegetsthe
spatialorderasthereg10malenvironmentalsystem.
●
5)Ruralhamletareaisabasicunitofruralplanning. Thuswemustdealwitheachlanduseastheland
●
useunitwhichistheelementofreglOnalenvironmentalsystem.
(6)
